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ベ
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イ
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立
命
館
大
学
助
教
授
・
前
田 

信
彦 

 

Ⅰ 

職
業
生
涯
の
時
間
配
分 

 

　
仕
事
と
生
活
の
調
和
と
い
う
テ
ー
マ
に
お

い
て
、
重
要
な
概
念
の
一
つ
は
労
働
時
間
で

あ
る
。
近
年
の
欧
州
に
お
い
て
は
、
早
期
退

職
慣
行
の
是
正
と
高
齢
期
の
就
業
期
間
の
延

長
に
よ
っ
て
、
労
働
者
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
（
職

業
生
涯
）
に
お
け
る
労
働
時
間
の
配
分
（re-

distribution of w
orking-tim

e

）
が
議
論
さ

れ
て
お
り
、
ま
た
こ
れ
は
、
若
年
期
か
ら
高

齢
期
ま
で
の
労
働
時
間
や
賃
金
の
配
分
を
柔

軟
に
再
編
成
す
る
労
働
市
場
政
策
に
結
び
つ

き
つ
つ
あ
る
（B

ert de V
room

 and A
nne 

M
arie G

uillem
ard,2002

）
。 

　
以
下
で
は
、
職
業
生
涯
を
念
頭
に
お
い
た

労
働
時
間
政
策
の
一
例
と
し
て
、
ベ
ル
ギ
ー

の
タ
イ
ム
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
を
紹
介
し
、
本

稿
の
テ
ー
マ
で
あ
る
仕
事
と
生
活
の
調
和
に

向
け
て
の
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
得
る
こ

と
に
し
た
い
。 

  

Ⅱ 

タ
イ
ム
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度 

 

　
現
在
、
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
仕
事
と
生
活

の
調
和
に
関
す
る
制
度
と
し
て
タ
イ
ム
ク
レ

ジ
ッ
ト
（
職
業
キ
ャ
リ
ア
の
中
断
）
制
度
が

あ
る
。
こ
れ
は
、
①
出
産
・
育
児
休
暇
（
一

五
週
間
）
②
父
親
の
育
児
休
暇
（ 

子
ど
も

の
出
産
時
か
ら
一
二
日
以
内
で
一
〇
日
間
）

③
介
護
休
業
（
終
末
ケ
ア
を
受
け
て
い
る
家

族
へ
の
介
護
（
パ
リ
ア
テ
ィ
フ
休
業
）
お
よ

び
重
病
の
家
族
の
入
院
へ
の
付
き
添
い
）
と

い
っ
た
休
暇
制
度
と
は
別
途
に
法
制
化
さ
れ

て
い
る
も
の
で
、
一
九
八
五
年
以
降
の
キ
ャ

リ
ア
ブ
レ
イ
ク
制
度
を
改
訂
し
、
二
〇
〇
二

念
年
一
月
か
ら
民
間
セ
ク
タ
ー
に
適
用
さ
れ

た
制
度
で
あ
る
。 

　
先
行
的
に
施
行
さ
れ
た
キ
ャ
リ
ア
ブ
レ
イ

ク
制
度
は
、
一
九
八
五
年
七
月
以
降
二
〇
〇

一
年
一
二
月
ま
で
適
用
さ
れ
て
き
た
制
度
で
、

職
業
キ
ャ
リ
ア
の
中
断
制
度
と
し
て
は
欧
州

に
お
い
て
最
初
に
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

（Sim
oens and D

enys, 2001

）
。
キ
ャ
リ

ア
ブ
レ
イ
ク
の
利
用
者
は
全
従
業
員
の
三
％

と
上
限
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
表
１
に
み
る

よ
う
に
、
キ
ャ
リ
ア
ブ
レ
イ
ク
制
度
の
利
用

者
の
分
布
は
、
公
共
セ
ク
タ
ー
に
多
く
、
ま

た
女
性
に
多
い
。
年
齢
を
み
る
と
二
五
〜
三

九
歳
の
子
育
て
期
、
ま
た
五
〇
歳
以
上
の
高

齢
期
に
多
く
な
っ
て
い
る
。
キ
ャ
リ
ア
ブ
レ

イ
ク
制
度
に
お
い
て
は
、
従
業
員
が
利
用
し

た
場
合
、
そ
の
代
用
要
員
と
し
て
失
業
者
を

使
用
す
る
義
務
が
あ
る
（
こ
れ
は
以
下
の
二

〇
〇
二
年
か
ら
の
タ
イ
ム
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度

に
よ
り
廃
止
さ
れ
た
）
。
休
業
中
は
月
額
で

最
高
三
八
五
・
四
二
ユ
ー
ロ
（
約
四
万
九
三

三
三
円
＝
一
二
八
円
／1EU

R
 

で
換
算
）
が

支
給
さ
れ
、
休
業
中
の
解
雇
か
ら
法
的
に
保

護
さ
れ
る
。 

　
一
方
、
タ
イ
ム
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
は
、
雇

用
と
生
活
の
質
の
調
和
に
関
す
る
法
（
二
〇

〇
一
年
八
月
）
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
も
の

で
、
二
〇
〇
二
年
一
月
か
ら
企
業
規
模
が
一

〇
人
以
上
の
民
間
企
業
へ
適
用
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
公
的
セ
ク
タ
ー
へ
は
以
前
か
ら
の

キ
ャ
リ
ア
ブ
レ
イ
ク
制
度
が
適
用
さ
れ
て
い

る
。
タ
イ
ム
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
適
用
は
産

業
別
協
約
ま
た
は
企
業
協
約
に
よ
っ
て
異
な

る
が
、
一
事
業
所
の
全
従
業
員
数
の
上
限
五

％
ま
で
利
用
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。 

　
制
度
の
取
得
理
由
は
問
わ
れ
な
い
が
、
取

得
希
望
者
が
全
従
業
員
数
の
五
％
を
越
え
た

場
合
、
優
先
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
り
決
定
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
位
「
介
護
休
業
取
得

者
の
継
続
利
用
」
、
第
二
位
「
共
働
き
家
庭
、

シ
ン
グ
ル
ペ
ア
レ
ン
ト
家
庭
お
よ
び
一
二
歳

以
下
の
子
ど
も
が
一
人
以
上
い
る
家
庭
」
、

第
三
位
「
五
〇
歳
以
上
の
高
齢
労
働
者
」
、

第
四
位
「
職
業
訓
練
」
の
順
で
優
先
的
に
適

用
さ
れ
る
。
休
業
中
の
手
当
は
、
公
的
な
職

業
サ
ー
ビ
ス
機
関
か
ら
完
全
休
業
で
か
つ
在

職
年
数
が
五
年
以
上
の
場
合
に
最
大
で
月
額

一
五
・
八
二
ユ
ー
ロ
（
約
六
万
六
〇
〇
〇
円

＝
一
二
八
円
／1EU

R
 

で
換
算
）
が
支
給
さ

れ
る
。
休
業
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
主
に
労

働
者
に
三
つ
の
権
利
を
付
与
す
る
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
第
一
は
、
完
全
休
業
で
、
こ
れ

は
一
回
に
つ
き
三
カ
月
か
ら
一
年
ま
で
の
休

業
取
得
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
職
業
生
涯
に
お

い
て
五
回
ま
で
申
請
が
可
能
で
あ
る
。
第
二

の
権
利
は
、
五
分
の
四
労
働
時
間
へ
の
短
縮

で
あ
り
、
五
年
間
ま
で
延
長
が
可
能
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
最
長
五
年
ま
で
の
五
分
の
一
の
労

働
時
間
の
短
縮
に
よ
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

へ
の
移
行
措
置
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
第

三
の
権
利
は
五
〇
歳
以
上
の
高
齢
労
働
者
に

対
す
る
労
働
時
間
の
短
縮
で
、
五
分
の
四
お

よ
び
二
分
の
一
の
労
働
時
間
へ
の
移
行
で
あ

る
。
キ
ャ
リ
ア
ブ
レ
イ
ク
制
度
と
同
様
に
、

タ
イ
ム
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
で
は
休
業
中
も
解

雇
か
ら
保
護
さ
れ
、
ま
た
社
会
保
険
の
適
用

が
三
年
ま
で
認
め
ら
れ
て
い
る
。 

  

Ⅲ 

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
へ
の
評
価 

 

表1　キャリア・ブレイク取得者の分布（1997年） 

公共セクター 

民間セクター 

男性 

女性 

25歳未満 

25-39歳 

40-49歳 

50歳以上 

計 

（実数：人） 

53.0 

47.0 

13.9 

86.1 

1.1 

52.1 

18.9 

27.9 

100.0 

（52,433） 
Peter Simoens and Jan Denys(2001), 
p367.Table 20.3より引用。 
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こ
の
よ
う
な
タ
イ
ム
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
は

二
〇
〇
二
年
施
行
後
わ
ず
か
二
年
の
経
過
で

あ
り
、
そ
の
評
価
は
定
ま
っ
て
い
な
い
が
、

仕
事
と
生
活
の
調
和
と
い
う
視
点
か
ら
次
の

三
点
に
お
い
て
評
価
で
き
る
と
い
え
よ
う
。 

　
第
一
に
、
雇
用
と
生
活
の
質
の
調
和
に
関

す
る
法
（
二
〇
〇
一
年
八
月
）
に
よ
っ
て
、

育
児
・
介
護
休
業
制
度
と
は
別
途
に
制
度
化

さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
前
述
の
よ

う
に
育
児
休
業
は
一
五
週
と
い
う
期
間
が
定

め
ら
れ
る
が
、
タ
イ
ム
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
を

育
児
休
業
と
し
て
継
続
利
用
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
タ
イ
ム
ク
レ
ジ
ッ
ト

制
度
の
も
う
ひ
と
つ
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
育
児

に
よ
る
休
業
の
み
な
ら
ず
、
学
校
教
育
や
職

業
訓
練
と
い
っ
た
他
の
理
由
に
よ
っ
て
も
取

得
可
能
で
あ
る
た
め
、
子
ど
も
の
有
無
に
左

右
さ
れ
ず
に
職
業
キ
ャ
リ
ア
の
中
断
が
可
能

な
点
で
あ
る
。
こ
の
点
で
タ
イ
ム
ク
レ
ジ
ッ

ト
制
度
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー

に
み
ら
れ
る
よ
う
な
家
族
的
責
任
を
前
提
と

し
な
い
「
す
べ
て
の
労
働
者
」
の
仕
事
と
生

活
の
調
和
を
図
る
点
で
評
価
で
き
る
だ
ろ
う
。 

　
第
二
に
、
タ
イ
ム
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
は
失

業
対
策
と
は
制
度
的
に
は
分
離
し
て
い
る
と

い
う
点
で
あ
る
。
先
行
し
た
キ
ャ
リ
ア
ブ
レ

イ
ク
制
度
で
み
ら
れ
た
失
業
者
に
よ
る
代
用

義
務
に
対
し
て
は
労
使
の
反
対
が
あ
り
、
タ

イ
ム
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
に
お
い
て
は
廃
止
さ

れ
た
経
緯
が
あ
る
。
つ
ま
り
タ
イ
ム
ク
レ
ジ

ッ
ト
制
度
は
失
業
対
策
と
の
切
り
離
し
に
よ

っ
て
、
純
粋
に
労
働
者
の
生
活
と
仕
事
の
調

和
を
目
的
と
す
る
制
度
と
位
置
づ
け
ら
れ
る

点
で
評
価
で
き
る
だ
ろ
う
。 

　
第
三
に
、
タ
イ
ム
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
は
、

い
わ
ゆ
る
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
非
制
度
化

（deinstitutionalization

）
に
対
応
し
て
い

る
点
で
あ
る
（Sim

oens and D
enys, 2001

）
。

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
非
制
度
化
と
は
、
若
年

期
（
学
校
教
育
）
↓
中
年
期
（
仕
事
）
↓
高

齢
期
（
引
退
）
と
い
う
具
合
に
、
人
生
の
出

来
事
が
特
定
の
年
齢
に
組
み
込
ま
れ
る
の
で

は
な
く
、
若
年
期
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

中
年
期
に
一
時
的
な
引
退
（
キ
ャ
リ
ア
の
中

断
）
が
あ
り
、
あ
る
い
は
高
齢
期
に
学
校
教

育
や
職
業
訓
練
の
機
会
が
あ
る
と
い
っ
た
よ

う
に
、
従
来
か
ら
の
典
型
的
に
人
々
に
共
有

さ
れ
て
き
た
職
業
生
涯
＝
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

か
ら
の
離
脱
を
意
味
す
る
（
図
１
）
。
ベ
ル

ギ
ー
の
タ
イ
ム
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
は
、
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
が
非
制
度
化
す
る
中
で
、
個
々

の
労
働
者
の
多
様
な
職
業
生
涯
を
前
提
と
し

て
、
柔
軟
な
労
働
時
間
配
分
を
可
能
に
す
る

試
み
の
一
つ
と
し
て
も
積
極
的
に
評
価
で
き

る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
　 

  

Ⅳ 

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
へ 

 

　
タ
イ
ム
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
が
も
つ
重
要
な

政
策
的
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
は
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー
か
ら
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
へ
と
い
う
発
想
の
転
換

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
仕
事
と
生
活
の
調
和

と
い
う
テ
ー
マ
に
お
い
て
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

フ
レ
ン
ド
リ
ー
と
い
う
発
想
を
ベ
ー
ス
に
「
労

働
者
の
仕
事
と
子
育
て
（
ケ
ア
）
と
の
調
整
」

が
念
頭
に
置
か
れ
て
き
た
。
子
育
て
を
し
て

い
る
労
働
者
に
対
す
る
政
策
的
な
配
慮
が
手

厚
い
こ
と
は
評
価
す
べ
き
で
あ
る
が
、
家
族

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
多
様
化
す
る
中
で
、

子
ど
も
が
い
な
い
、
あ
る
い
は
子
育
て
を
し

て
い
な
い
労
働
者
に
対
す
る
配
慮
も
積
極
的

に
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
点

で
、
ベ
ル
ギ
ー
の
タ
イ
ム
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度

は
育
児
休
業
制
度
と
は
異
な
り
、
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー
と
い
う
家
族
的
条
件
付

き
の
政
策
か
ら
、
「
す
べ
て
の
労
働
者
の
ワ

ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
と
い
う
枠
組

み
へ
と
移
行
し
て
い
る
と
い
え
る
。
扶
養
す

べ
き
家
族
を
前
提
と
し
な
い
制
度
の
出
現
は
、

換
言
す
れ
ば
制
度
の
個
人
単
位
化
（individ -

uation

）
と
も
い
え
る
が
、
こ
れ
は
す
で
に

賃
金
や
社
会
保
障
制
度
改
革
の
中
で
議
論
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
労
働
時
間
制

度
あ
る
い
は
休
暇
取
得
制
度
に
お
い
て
も
同

様
な
個
人
単
位
化
の
議
論
が
必
要
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。
子
育
て
を
す
る
か
し
な
い
か

に
か
か
わ
ら
ず
、
家
族
的
条
件
を
つ
け
な
い

個
人
を
ベ
ー
ス
と
し
た
労
働
時
間
・
休
暇
制

度
の
構
築
は
ま
た
、
す
べ
て
の
労
働
者
の
生

涯
職
業
キ
ャ
リ
ア
の
選
択
肢
を
拡
大
す
る
こ

と
に
も
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。 

注
　
本
稿
は
、
二
〇
〇
三
年
九
月
に
ベ
ル
ギ
ー
で
行

っ
た
雇
用
省
、
労
働
組
合
、
使
用
者
団
体
等
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
調
査
お
よ
び
収
集
し
た
資
料
に
基
づ
く
。 
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